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　新会長の佐々木元氏に“就任にあたって”の記事をいただいた．「我が国の情報通信技術

の強化に向けて」という題で，社会の情報状況と学会の進むべき道についてのご意見である．

　IC乗車券用のソフトは日々更新されているらしい．関東ではJR東のSuicaと同部品を使

った私鉄用のPASMOが「相互利用」を始めたので便利になった一面，どちらを使って入っ

たかを覚えておく必要が生じた．“入る時に使ったカードで出てください”という注意書きも

出されている．さらに，改札機を通るときに2枚同時に反応してしまうので具合が悪いこと

この上ない．重ねて持っていてもどちらか（下にある方？）にしか反応しないようにしてあ

るケースなども売り出されている．この「2枚問題」はかなりの騒ぎを引き起こしたが，最初

は何も反応せず，したがって扉も押し黙ったまま開かなかった改札機が，近頃は“2枚かざ

すな”といった赤いメッセージを出すようになった．非接触カードの社会での利用も，いろ

いろなトラブルを乗り越えて進展してゆくようである．

　今月号の第1の特集は「非接触 ICカード技術とその展開」．小池雄一がエディタ．ハード

ウェア的な話，通信技術，そしてサポートするサービスなどが語られる．いよいよ無線利用

できる何千万ものモバイルコンピュータの時代に突入した．Webの場合のように，さまざま

な新しい使い方が出てくるのであろう．電子的名刺交換や野外での投票などはいかが．

　今月号には特集が2つあり，2番目は「教育用プログラミング言語と授業利用」で，兼宗進

がエディタ．プログラム言語の利用を，特に授業という観点で考える解説．プログラミング

の（教育的見地からの）効用，情報科学の観点，制御の教育，音楽，そして一般の教科との

関係が論じられている．

　「若手が動かす学会へ－事例研究と将来展望－」（中島浩）は“これからの情報処理学会”

のシリーズ．理事会メンバの平均年齢の推移などという面白いデータもある．

　「社会，企業に影響ある研究を育てよう」（長谷川亨）も同じシリーズ．会誌編集委員会構

成についての提言もいただいた．

　「観光情報システムの現状と展望」（井出明）は，情報の広まりや予約システムなどのいろ

いろな面において情報学の影響を受けるようになってきた観光の諸側面の解説．

　「モバイル端末のためのユーザインタラクション技術（前編）－表示対話技術－」（旭敏之，

仙田修司，磯谷亮輔）は，ワークステーションやパソコンで踏襲されてきたGUIからさらに

進んだ，モバイル端末向けの入力・表示技術を解説している．

　「Webサービスセキュリティの最新動向－WS-SecurityとWS-SX（WS-SecureExchange）

関連仕様（1）」は“グリッドとSOAからみるWebサービス標準技術”のシリーズ．

　「情報化と社会制度の構築に関する研究」（須藤修，後藤玲子，田中秀幸）は“情報学を創

る－科研プロジェクトがめざしたもの”のシリーズ．社会制度そのものを研究対象とする意

味で，他のセクションとは毛色が若干違う．制度自体，経済・ビジネス，福祉・医療を三本

柱としたという．

　「コンピュータと教育研究会」（中森眞理雄）と「人文科学とコンピュータ研究会（CH）」

（相田満）とは，“研究会千夜一夜”のシリーズ．小学会とも言える両研究会の活動が，具体

的な研究例とともに紹介される．

　「国際標準化活動の光と影」（小暮拓世）は“標準化よもやま話”のシリーズ．「影の部分」

として，短期的な評価にもとづく成果主義で行動する多くの日本企業の中での活動のしにく

さの紹介．（Skay）
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